
1 

 

各子どもの家等（保護者，運営委員，指導員）から収集した意見の概要 

（平成３１年２月のあり方見直し説明会以降に寄せられたもの） 

 

項  目 意   見 

民間事業者導入につ

いて 

・ 早く民間事業者へ移行し，負担をなくしてもらいたい。 

・ 運営がうまくいっているクラブは現在の運営委員会による運営を

継続させてほしい。 

・ ブロック（事業者）間でサービスの差が生じないのか。 

・ 利益を重視し保育の質が低下しないようにしてほしい。 

・ 法人化によるメリットのみでなくデメリットも教えてほしい。 

・ 契約の更新時に事業者が変わることによる変化が不安である。 

・ 手を上げる法人がいないのではないか。 

・ サービス内容も考慮して事業者を選定してほしい。 

・ 事業者の選定に保護者・運営委員・指導員も関わりたい。 

指導員の処遇等 ・ 入所基準の統一により児童数が増加し，指導員の増員と事業実施

場所の追加が必要と考えるが対応できるのか。 

・ 現在の指導員を継続雇用してほしい。 

・ 労働時間が延びるなら，開設時間が延びることに反対である。 

・ 働きやすい労働環境を整備してほしい。 

・ 事務作業に必要な時間も労働時間として確保してほしい。 

・ 専門的な知識を有する指導員の待遇を上げてほしい。 

・ 人事異動が不安である。 

・ 人事異動により，指導員同士のまとまりがなくなってしまう。 

・ 指導員の質の向上のため，定期的な人事異動は必要である。 

・ 指導員の質の向上のため，研修や指導の機会を確保してほしい。 

・ 指導員の専門性，責任体制を明確化してほしい。 

・ 現在の賃金水準は維持すべきである。 

・ 賃金の平準化をしてほしい。 

・ 賃金は経験年数を考慮してほしい。 

・ キャリアアップ処遇改善事業を導入してほしい。 

保護者負担金 ・ 利用日数，時間に応じた負担金になると良い。 

・ 利用日数，時間に応じた負担金はやめてほしい。 

開設時間 ・ 土曜開設時に１か所にまとめるのは，普段見ていない児童の個の

特性に応じた保育がしにくい。 

・ 就学前の保育園等のサービスを基本としてほしい。 

入所基準 ・ 障がいを持つ児童が拠点校に通えるようにしてほしい。 

・ 入所受付を各クラブで行うのではなく，事業者で行ってほしい。 

参考２ 
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項  目 意   見 

保育内容 ・ 現在の行事を継続してほしい。 

・ 地域の特色を生かせる仕組みを継続したい。 

・ 移行後は事業者が指定したおやつを提供することになると思うが，

指導員の判断でその日に合わせたおやつを提供したい。 

現行の運営委員会の

今後の関わり方 

・ 運営委員会を地域連携会議とするなど再構成する必要がある。 

・ 事業者に意見を反映させやすいように保護者会を組織してほしい。 

指導監督体制 ・ 指導監督体制を明確化してほしい。 

その他 ・ 保護者がお客様にならないよう，保護者も参画する仕組みを維持

してほしい。 

・ 災害時や緊急時の対応を，各クラブ共通の仕組みとしてほしい。 

・ 各クラブの繰越金がどうなるのか示してほしい。 

 


